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老健施設における看護人材確保に向けて老健施設における看護人材確保に向けて特

集

やりがいは医療機関より老健施設 
高齢者看護がにわかに注目集める

　介護施設における人材不足がいわれるなか、
「介護職もさることながら、看護師が不足してい
る。募集をしてもなかなか集まらない」という声
をよく耳にする。
　平成25年度に厚生労働省老人保健推進費等補
助金により実施された「介護領域における看護職
員の確保に関する調査研究事業」によると、全国
の老健施設179か所（ｎ＝179）のうち、看護職
員の充足状況について、「やや不足」と回答した
のは34.6％、「不足」は25.7％、「大いに不足」
は5.6％と、看護師不足を感じている老健施設は
計65.9％と3分の2に及ぶことがわかる。これ
は4年前の数字ではあるが、現在も状況は大きく
変わっていないと思われる。
　そんななか老健施設では、近年、入所者の医療
依存度が高くなり、病状観察や急変への対応など、
看護師が果たすべき役割は増えてきている。さら
に、在宅支援・在宅復帰の推進と並行し、今後は
看取り機能もいま以上に求められていくことを考
えると、従来の人数のままの看護師の配置では、
とうてい業務がたちゆかなくなってしまうだろう。
　したがって、多くの老健施設にとって、看護人
材確保は、深刻な喫緊の課題である。
　現在、看護師数は圧倒的に医療機関に集中して
いる。医療機関では1施設あたりの看護師数も多
い（図）。この分布の背景には、老健施設につい
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老健施設看護師のプレゼンス向上が 
看護人材確保につながる

て、“急性期病院を勤めあげた看護師が退職後に
行くところ”、あるいは“急性期病院よりものん
びりしていて、1日の時間がゆっくり流れてい
る”というイメージを多くの看護師がもっている
ことがあるように思われる。それゆえ、若い看護
師は、最初から就職先の選択肢から老健施設を外
してしまっているのかもしれない。
　しかし、そうしたイメージは、実情を知らない
だけであって、介護領域のなかでも、特に専門性
の高いプロフェッショナル集団であると自負して
いる老健施設の看護師たちは、「看護師としての
やりがいは、医療機関よりもむしろ老健施設の現
場のほうが実感できる」ことを知っている。
　近年、老年看護学なる学問も確立し、超高齢社
会の進展のなかで、高齢者看護がにわかに注目を
集めつつある。最近の看護教育では、専門学校に
おいても老年看護学をカリキュラムに組み込み、
新卒での就職先に介護施設を斡旋する大学等も出
てきている。「新卒で老健施設に興味をもつ学生
も、以前に比べると多くなった」と、学校関係者
らも言っている。
　そこへきて、平成27年10月から「特定行為に
係る看護師の研修制度」（以下、特定行為研修制
度）も始まった。看護師の新しい資格をつくるも
のではないが、特定行為研修を修了した看護師を
通称「特定看護師」と呼ぶこともあるこの制度で
は、もちろん、医療機関の看護師だけでなく、老
健施設勤務の看護師も研修を受けられる。老健施
設のプレゼンスを向上させる手段としても有益で

はないかと考えられる。
　厚生労働省の集計結果によると、今年3月末現
在で、同制度の研修を修了した看護師は583名。
10年間で10万人を目標として始まった同制度だ
が、開始後1年半でのその数字は、まだ伸び悩ん
でいると言わざるを得ない。指定研修機関も、い
まだ偏りがあり、全都道府県を網羅するには至っ
ていない。
　ちなみに、6月の時点で研修修了者の就労先で
最も多いのは医療機関の523名。次いで、訪問
看護ステーション15名と続き、介護施設は8名
にとどまる。

老健施設は優秀な看護師育成の 
第一線の現場となり得るか

　とはいえ、老健施設の看護師を取り巻く環境は
着実に変化してきていることは事実だろう。この
時代の流れを老健施設の背中を押す追い風と受け

止め、いまこそ、我々老健施設は老健施設看護師
のプレゼンス向上を応援し、老健施設における看
護人材確保につなげていくのはどうか。
　老健施設のもつ可能性をもってすれば、老健施
設のほうが医療機関よりも、自立性の高い、リー
ダーシップのとれる優秀な看護師を育成する第一
線の現場となり得るのではないだろうか―。
　そんな大胆な仮説を立て、今回の特集を企画し
た。前半に、先般開催された「日本老年学会」総
会より「日本老年看護学会」学術集会の様子をレ
ポート。後半では、法人全体で老健施設看護師の
教育体制を支援する介護老人保健施設ベルアルト
を取材した。さらに、介護老人保健施設鶴見の太
陽を訪ね、現在、老健施設で働く特定行為研修制
度の研修修了者8名のうちの1人、廣瀬福美副施
設長にインタビューした。
　本特集記事をお読みいただき、老健施設看護師
のさらなる可能性を感じていただきたい。

� 出典：（医療）平成 27年病院報告／（介護）平成 27年介護サービス施設・事業所調査

図　医療機関・介護施設における１施設・事業所あたりの看護師の常勤換算従事者数
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